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「
安
保
関
連
法
（
戦
争
法
）

廃
止
を
求
め
る
し
ま
ね
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
は

１
９
日
、
Ｊ
Ｒ
松
江
駅
前
で

緊
急
集
会
を
開
き
ま
し
た
。 

市
民
と
野
党
の
共
闘
で

「
安
倍
強
権
政
治
を
終
わ
ら

せ
よ
う
」
と
約
８
０
人
が
集

い
ま
し
た
。 

 

各
団
体
か
ら
の
リ
レ
ー
ト

ー
ク
で
は
、
安
保
関
連
法
の

廃
止
を
求
め
る
島
根
大
学
人

の
会
の
三
宅
孝
之
氏
が
「
集

会
や
結
社
の
自
由
、
表
現
の

自
由
ま
で
も
弾
圧
し
た
の
が

治
安
維
持
法
。
共
謀
罪
は
、

ま
さ
に
現
代
の
治
安
維
持
法

だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

空
中
給
油
機
配
備
ス
ト
ッ

プ
市
民
の
会
の
浜
田
章
作
氏

は
、
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

へ
の
新
型
空
中
給
油
機
配
備

計
画
に
つ
い
て
「
私
た
ち
が

描
く
平
和
な
空
の
未
来
像
と

は
相
容
れ
な
い
」
と
強
調
し

2017年 

 

 

 

数
十
年
が
経
つ
が
、
今
で
は
卒
業
式

で
歌
わ
れ
る
歌
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
き
て
い
る
▼
カ
ド
カ
ワ
株
式
会
社

が
全
国
４
７
都
道
府
県
の
５
～
６
９

歳
の
男
女
を
対
象
に
調
査
し
た
「
心

に
残
る
思
い
出
の
『
卒
業
ソ
ン
グ
』

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」
の
結
果
に

よ
る
と
、
１
位
「
仰
げ
ば
尊
し
」、
２

位
「
贈
る
言
葉
（
海
援
隊
）」
と
定
番

ソ
ン
グ
が
入
っ
た
。
し
か
し
、
３
位

以
降
を
見
て
み
る
と
、
３
位
「
旅
立

ち
の
日
に
（
合
唱
曲
）
」
、
４
位
「
蛍

の
光
」、
５
位
「
卒
業
写
真
（
荒
井
由

美
）
」
、
６
位
「
３
月
９
日
（
レ
ミ
オ

ロ
メ
ン
）
」
、
７
位
「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
（
い

き
も
の
が
か
り
）
」
、
８
位
「
さ
く
ら

(

独
唱)

（
森
山
直
太
朗
）」、
９
位
「
卒

業
（
斉
藤
由
貴
）
」
、
１
０
位
「
栄
光

の
架
橋
（
ゆ
ず
）」
と
Ｊ
ポ
ッ
プ
の
楽

曲
も
▼
３
位
に
入
っ
た
「
旅
立
ち
の

日
に
」
は
、
荒
れ
て
い
た
学
校
を
歌

で
再
生
す
る
た
め
に
、
１
９
９
１
年

に
埼
玉
県
秩
父
市
立
影
森
中
学
校
で

誕
生
し
た
曲
。
小
嶋
登
校
長
（
当
時
）

が
「
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
歌
を
生

徒
に
贈
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
胸

に
、
自
ら
作
詞
し
た
も
の
だ
▼
「
勇

気
を
翼
に
込
め
て 

希
望
の
風
に
乗

り 

こ
の
広
い
大
空
に 

夢
を
託
し

て
」「
今
、
別
れ
の
時 

飛
び
立
と
う 

未
来
信
じ
て
」
―
前
向
き
な
言
葉
を

つ
な
い
だ
こ
の
歌
は
、
１
０
年
ほ
ど

で
卒
業
ソ
ン
グ
と
し
て
全
国
に
広
が

っ
た
。「
切
な
い
け
れ
ど
、
未
来
へ
の

意
志
を
感
じ
る
曲
」
「
一
番
感
動
す

る
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、

１
０
～
２
０
代
の
定
番
ソ
ン
グ
と
な

っ
て
い
る
▼
曲
の
多
様
化
は
「
時
代

の
流
れ
」
と
は
言
え
、
思
い
出
の
歌

を
聞
け
ば
、
当
時
の
記
憶
が
蘇
り
、

子
ど
も
た
ち
の
心
が
癒
さ
れ
る
よ
う

な
歌
で
送
り
出
し
て
ほ
し
い
。（
遠
） 

誰
も
が
経
験
す
る
「
卒
業
」
。

県
内
の
小
中
学
校
、
高
校
で
は

先
日
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。

卒
業
式
と
は
無
縁
と
な
っ
て
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ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

県
副
委
員
長
、
民
進
党
県
連

の
角
智
子
副
代
表
、
社
民
党

県
連
合
の
細
田
実
幹
事
長
が

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
県
議
団
は

７
日
、
県
議
会
で
政
務
活
動

費
の
不
適
切
使
用
が
疑
わ
れ

横断幕、プラカードでアピールする参加者ら（ＪＲ松江駅前） 

 

「
重
税
反
対
全
国
統

一
行
動
」
が
１
３
日
、

出
雲
、
浜
田
な
ど
６
市

で
行
わ
れ
、
消
費
税
増

税
中
止
な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。 

 

松
江
市
で
開
か
れ
た

中
央
集
会
に
は
約
２
０

０
人
が
参
加
。
県
商
工

団
体
連
合
会
の
諸
遊
克

巳
会
長
は
安
倍
政
権
の

経
済
政
策
を
批
判
し
、

「
税
金
の
使
い
道
を
国

民
本
位
に
戻
す
べ
き

だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

各
団
体
代
表
が
決
意

表
明
。
し
ま
ね
労
連
の

小
坂
芳
子
議
長
は
「
重

税
は
労
働
者
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
若
者
や

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

も
関
わ
る
問
題
で
す
。

共
に
た
た
か
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

 

来
賓
と
し
て
日
本
共

産
党
の
尾
村
利
成
県
議

（
写
真
）、
田
中
は
じ
め

市
議
予
定
候
補
が
連
帯

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

市
内
の
男
性
（
４
８
）

は
「
子
ど
も
の
た
め
に

も
軍
事
費
を
削
っ
て
、

福
祉
を
重
視
し
て
ほ
し

い
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

市
内
在
住
の
美
容
師
の

女
性
（
２
２
）
は
「
メ
デ
ィ

ア
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
は
違
う
こ
と
を
知
れ
た
。

共
謀
罪
は
本
当
に
怖
い
と
思

っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。 

る
事
案
、
政
治
資
金
規
正
法

に
抵
触
す
る
事
案
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
問
題
で
、
絲
原
德

康
議
長
に
対
し
、
該
当
す
る

議
員
が
説
明
責
任
を
果
た
す

よ
う
厳
正
な
対
処
と
透
明
性

を
高
め
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る

手
立
て
を
講
じ
る
よ
う
申
し

入
れ
ま
し
た
。（
写
真
） 

 

自
民
党
県
連
幹
事
長
の
森

山
健
一
県
議
（
８
日
に
幹
事

長
を
辞
職
）
は
後
援
会
活
動

へ
の
政
務
活
動
費
の
支
出
や

出
雲
市
が
出
資
し
、
同
氏
が

ー
ド
し
、「
島
根
原
発
再
稼
働

反
対
」
と
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

（
写
真
は
（
左
か
ら
）
岩
田
た

け
し
衆
院
島
根
１
区
予
定
候

補
、
田
中
は
じ
め
市
議
予
定

候
補
、
尾
村
利
成
県
議
） 

会
場
の
公
園
に
は
、
親
子
連

れ
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加

し
、「
再
稼
働
Ｎ
Ｏ
！
」
と
書

い
た
紙
を
掲
げ
、
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
島
根
原
発
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
県
民
連
絡
会

の
主
催
。 

 

福
島
県
か
ら
雲
南
市
木
次

町
に
避
難
し
て
い
る
坂
本
美

緒
さ
ん
は
「
福
島
か
ら
避
難

し
て
悩
ん
で
い
る
人
の
声
を

届
け
る
た
め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。
悩
み

や
つ
ら
さ
を
分
か
ち
合
う
場

と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

 

集
会
後
、
中
心
街
を
パ
レ

 

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
、

１
１
日
、
松
江
市
で
「
島
根

原
発
再
稼
働
止
め
よ
う
！
県

民
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

社
長
を
務
め
る
出
雲
ガ
ス
が

自
民
党
支
部
に
献
金
し
て
い

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

尾
村
利
成
団
長
、
大
国
陽

介
幹
事
長
は
、
公
金
の
私
的

経
費
へ
の
流
用
や
後
援
会
活

動
な
ど
に
充
て
る
こ
と
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
、「
県

民
に
選
ば
れ
た
政
治
家
と
し

て
、
返
金
の
み
な
ら
ず
誠
実

な
説
明
が
な
け
れ
ば
極
め
て

不
十
分
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

絲
原
議
長
は
「
使
途
基
準

の
順
守
と
住
民
へ
の
説
明
責

任
は
果
た
す
べ
き
だ
」
と
述

べ
、「
議
員
に
は
透
明
性
の
確

保
に
つ
い
て
自
覚
し
て
頂
き

た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。 
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出
雲
市
議
選
（
定
数
３
２
）

が
４
月
２
日
告
示
、
９
日
投

票
で
た
た
か
わ
れ
ま
す
。
日

本
共
産
党
は
井
原
ゆ
う
（
６

９
）
＝
現
＝
、
ご
と
う
由
美

（
５
２
）、
吉
井
や
す
み
（
２

９
）
＝
以
上
新
＝
の
３
氏
が

前
回
得
た
３
議
席
の
確
保
、

議
案
提
案
権
の
獲
得
を
め
ざ

し
ま
す
。
２
期
務
め
た
小
村

吉
一
市
議
は
勇
退
し
ま
す
。

３
６
人
が
立
候
補
す
る
見
通

し
で
す
。 

日
本
共
産
党
東
部
地
区
委

員
会
は
１
７
日
夜
、
松
江
市
で

「
市
議
選
必
勝
！
決
起
集
会
」

を
開
き
、
４
月
９
日
告
示
の
市

議
選
（
１
６
日
投
票
）
で
、
た

ち
ば
な
よ
し
あ
き
、
吉
儀
け
い

 

片
寄
市
議
は
、
次
世
代
型

路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
は
巨

額
の
投
資
が
必
要
で
、
狭
い

道
幅
の
松
江
市
に
は
適
合
し

な
い
と
主
張
し
続
け
て
き
ま

し
た
。
２
月
議
会
で
は
、
導

入
を
検
討
し
て
き
た
松
浦
市

長
に
最
終
結
論
を
出
す
よ
う

迫
り
ま
し
た
。 

松
浦
市
長
は
「
既
存
の
道

路
に
軌
道
を
通
す
こ
と
や
多

額
の
経
費
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
理
解
を
得
る
こ

と
は
難
し
い
。
発
想
を
転
換

し
て
一
畑
電
車
、
Ｊ
Ｒ
を
Ｌ

Ｒ
Ｔ
の
よ
う
な
考
え
で
捉

え
、
各
駅
か
ら
の
二
次
交
通

と
し
て
、
バ
ス
を
接
続
さ
せ

る
よ
う
な
公
共
交
通
網
を
検

討
し
た
い
」
と
答
弁
。
Ｌ
Ｒ

Ｔ
導
入
を
断
念
す
る
考
え
を

示
し
ま
し
た
。
（
「
新
し
い
松

江
」
よ
り
） 

げ
の
た
め
に
繰
り
入
れ
る
べ

き
だ
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

反
対
し
た
の
は
１
５
名
の
う

ち
、
福
田
議
員
の
み
で
し
た
。

（
「
大
田
民
報
」
よ
り
） 

 

大
田
市
国
保
運
営
協
議

会
が
２
月
２
６
日
開
か
れ
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
度
当
初

予
算
で
は
、
医
療
費
を
一
人

当
た
り
４
９
万
３
千
円
と
見

積
も
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料

は
世
帯
当
た
り
で
１
０
万
３

３
４
２
円
（
３
３
６
１
円
値

上
げ
）、
一
人
当
た
り
で
は
６

万
５
６
０
０
円
（
２
６
０
０

円
値
上
げ
）
と
な
り
ま
し
た
。 

福
田
議
員
は
「
加
入
者
は

医
療
や
介
護
の
負
担
が
増

え
、
暮
ら
し
は
大
変
だ
。
一

般
会
計
か
ら
保
険
料
引
き
下

子
＝
以
上
現
＝
、
田
中
は
じ

め
＝
新
＝
の
３
氏
の
勝
利
を

必
ず
勝
ち
取
ろ
う
と
決
意
を

か
た
め
合
い
ま
し
た
。 

岩
田
剛
地
区
委
員
長
は
、

党
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
約
４

０
０
通
返
信
）
に
は
、
く
ら

し
に
関
す
る
願
い
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
市
政
を
変
え
て
ほ

し
い
と
の
思
い
が
渦
巻
い
て

い
る
と
報
告
。「
市
民
の
願
い

を
し
っ
か
り
届
け
る
３
人
を

市
政
に
送
っ
て
暮
ら
し
を
守

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

後
藤
勝
彦
県
委
員
長
（
写

真
）
、
尾
村
利
成
県
議
が
森
友

学
園
問
題
な
ど
の
国
会
情
勢

や
市
政
の
争
点
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。 

た
ち
ば
な
、
吉
儀
、
田
中

の
各
氏
が
決
意
表
明
。
業
者
、

青
年
学
生
、
女
性
後
援
会
が

 

森
川
議
員
―
市
内
の
中

小
零
細
企
業
の
廃
業
は
１
９

４
件
（
２
０
１
４
年
度
）
と

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
若
い

後
継
者
が
い
な
い
、
高
齢
者

だ
け
の
経
営
な
ど
、
事
業
引

き
継
ぎ
支
援
補
助
を
拡
大
す

べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

答
弁
―
市
内
事
業
者
の
事

業
継
承
に
つ
い
て
は
「
小
売

店
等
持
続
化
支
援
事
業
」
で

２
０
０
万
円
を
上
限
に
経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

県
と
市
あ
わ
せ
た
補
助
で
あ

り
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
制
度

と
な
る
よ
う
県
に
働
き
か
け

る
。（
「
ご
う
つ
民
報
よ
り
」） 

活
動
や
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。 

出
雲
市
は
、
子
ど
も
の
医

療
費
の
無
料
化
が
小
学
校
入

学
前
ま
で
に
と
ど
ま
り
、
県

内
ワ
ー
ス
ト
１
。
こ
の
１
０

年
間
で
国
民
健
康
保
険
料
は

１
・
３
５
倍
の
９
万
５
１
４

３
円
（
２
０
１
５
年
の
１
人

当
た
り
年
額
）、
介
護
保
険
料

も
１
・
４
倍
の
５
８
２
０
円

（
同
、
基
準
額
月
額
）
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。
公
共
施
設

の
使
用
料
も
値
上
げ
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
相
次
ぐ
負

担
増
を
自
民
、
公
明
な
ど
が

容
認
す
る
一
方
、
党
市
議
団

は
毎
議
会
で
質
問
し
、
市
民

の
切
実
な
声
を
届
け
て
反
対

し
て
き
ま
し
た
。
市
民
と
力

を
合
わ
せ
、
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
な
ど
を
実
現
し

て
き
ま
し
た
。 

斐
川
中
央
工
業
団
地
の
新

規
造
成
（
総
事
業
費
２
８
億

円
）
に
は
「
市
内
の
工
業
団

地
に
は
９
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
の
未
利
用
地
が
残
っ
て
い

る
」「
地
元
中
小
企
業
の
支
援

こ
そ
」
と
道
理
あ
る
対
案
を

示
し
、
追
及
し
ま
し
た
。 

 

３
氏
は
、
国
保
料
の
１
世

帯
１
万
円
の
引
き
下
げ
▽
中

学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
▽
介
護
保
険
の
負
担
軽
減

と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
▽
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡

充
―
な
ど
の
公
約
を
掲
げ
、

奮
闘
し
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
県
委
員
会
の

後
藤
勝
彦
県
委
員
長
ら
６
人

の
常
任
委
員
は
６
日
、
民
青

同
盟
県
委
員
会
の
田
辺
美
帆

委
員
長
ら
５
人
の
メ
ン
バ
ー

と
松
江
市
の
民
青
事
務
所
で

懇
談
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

田
辺
さ
ん
は
、
青
年
の
雇

用
問
題
で
県
と
懇
談
し
た
こ

と
紹
介
し
、「
今
後
、
労
働
実

態
調
査
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

企
画
し
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。
後
藤
県
委
員
長

は
「
党
も
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

☆午後２時～ 
出雲・ラピタ本店前 

 
☆午後５時～ 
松江・イオン前 

市民の願いを市長に届ける（1月 27 日） 

お誘い合わせの上、ぜひお出かけください。 
 
※ 時間・場所が変更となる場合がありますので、ご了承

ください。 


